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東京都区部に おける 2004年 12月 5 日の異常昇温
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1．　 は じめ に

　東京都では ，
ヒー

トアイ ラ ン ドの 常時観測を目的に

高密度気象観測 （以下   OS と呼ぶ）を行 っ て い る。

  ROS で は，都 区内の 小学校の 百葉箱内に温湿度計を

設置 し，計 106地点における気温 ・相対湿度を 10分間

隔で測定 してお り（  ROS100）， さらに都内 20 箇所で

は建物屋上に測器を設置 し， 気圧 ・風 ・降水量に つ い

て も観測を行 っ て い る （MErl鵬 20）。

　本発表で は，METR〔rsに より得 られたデータを用い て

2004年 12月 5 日の 早朝に関東地方 の 北を北東進 した

低気圧 の 通過 に伴 う昇温 時の 気温分布に つ い て報告す

る 。

2． データ ・解析方法

　使用 したデー
タは ，

  R（rs100・20 に よ っ て得られ

た気温 の 10分値である。
これ らの データを用い て作成

した昇温時の 気温 の 時系列 ・気温分布図か ら地点によ

る昇温 の状況を比較し考察する 。

3． 結果

　気象庁の 地上気象観測に よ り， 大手 町 ・熊谷 ・千葉

におけ る低気圧通過 時の 気温 の 時間変化を比 較する と，

低気圧 の 接近に伴い気圧が最も低下 し た 5 日 6 時を中

心に，大手町 ・千葉で は低気圧 の 暖域に よるとみ られ

る気温 の ピークが現れた。 しか し，熊谷で は 6 時を中

心 とする気温 の ピー
クはみ られなか っ た。

　図 1 は   R（E の 観測地 点を ， 図 2 は地点 1 ・7 ・14

におけ る 2004年 12月 4〜5 日の気温 の 時間変化を示す。

沿岸部の 地点 14で は ，
5 日 4時に気温が著しく上昇 し，

7時まで昇温 し続けて い る 。 そ の 後 ， 8時には
一時的に

気温が低下 した 。 地点 7では昇温 して い る時間が短 く

なるが ， 地 点14 と同様に早 朝の 昇温現象がみ られた。
一方，内陸部の 地 点 1では 6 時を中心 とす る気温上昇

はみ られなか っ た。

　図 3 は，気温の ピーク がみ られた 5 日 6時の気温分

布で あ る。北西部にみ られ る気温傾度の 大きな領域を

境に ， そ の 南東側では昇温 の た め 20℃以上 の 高温部と

なっ て お り，大手町 ・千葉と同様に早朝の 気温上昇が

現れて い る。
一方，地点 1を含む都区北西部では，相

対的に低温とな っ てお り，熊谷 と同様の 日変化を示 し

早朝の気温上昇はみ られなか っ た。
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図 11tffiTROSの観測地点 （十は ETROSIOO の地点，

●は meTROS20 の地点を示す）

3025

 

EtStO5
ST14→

STO7

↑STO1

o　　　　　　　　
−−

0　1　3　5　 7　 9　111214t618202223 　1　 3　 5　7　 9　10121416 杷 202123

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （Time）

図 2　 RffETRtt）S20 に おける地点 1 ・7 ・14 の 気温の時

間変化 （2004年 12 月 4〜5 日）
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図 3 東京都区部における気温分布 （2004 年 12 月 5
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